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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パチンコ機と、各パチンコ機間に配置されたプリペイド記録媒体読取装置とを備えたパ
チンコシステムであって、
　前記パチンコ機は、
　盤面上に遊技領域が形成された遊技盤と、
　前記遊技盤に設けられた入賞口と、
　遊技球を前記遊技領域へ発射する発射装置と、
　前記発射装置へ供給する遊技球を貯留する遊技球貯留部材と、
　貸球の払出しを行うために遊技者が操作する貸球操作部材と、
　前記発射装置により発射された遊技球が前記入賞口に入賞したときに賞球を前記遊技球
貯留部材へ払出し、さらに、前記プリペイド記録媒体読取装置から払出要求信号が出力さ
れたときに貸球を所定個数単位で前記遊技球貯留部材へ払出す遊技球払出装置と、を備え
、前記遊技球払出装置が前記貸球の払出しを完了したことを示す球貸完了信号を前記プリ
ペイド記録媒体読取装置へ送信するように構成されており、
　前記プリペイド記録媒体読取装置は、
　プリペイド記録媒体を挿入する挿入口と、
　前記挿入口に挿入されたプリペイド記録媒体に記録された残高を読取る残高読取部と、
を備えており、前記貸球操作部材が操作されたことを検出した場合に、前記残高読取部に
より読取られた残高が前記貸球を前記所定個数単位で払出すために必要な最小の残高以上
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であることを条件として前記遊技球払出装置に前記払出要求信号を出力し、かつ、前記球
貸完了信号を受信する毎に、前記残高読取部が読取った残高を減算するように構成された
パチンコシステムにおいて、
　前記パチンコ機は、
　信号の１周期においてハイレベルに変化している時間およびローレベルに変化している
時間のデューティ比として特定のデューティ比を有する球貸完了信号を前記プリペイド記
録媒体読取装置へ送信し、
　前記プリペイド記録媒体読取装置は、
　前記パチンコ機から送信された球貸完了信号を受信し、その受信した球貸完了信号のデ
ューティ比が前記特定のデューティ比であるか否かを判定する判定手段を備えており、前
記判定手段が肯定判定した場合は、前記残高読取部が読取った残高を減算し、かつ、前記
判定手段が否定判定した場合は、その判定結果を示す報知を行うように構成されているこ
とを特徴とするパチンコシステム。
【請求項２】
　前記判定手段が否定判定した場合に前記遊技球払出装置による貸球の払出しを中止させ
る払出中止手段を備えることを特徴とする請求項１に記載のパチンコシステム。
【請求項３】
　各パチンコ機が設置されたパチンコホールの管理室には、各パチンコ機と通信を行うホ
ールコンピュータと、前記ホールコンピュータの処理結果を画面に表示する表示装置と、
が備えられており、
　前記パチンコ機は、前記判定手段の判定結果を前記ホールコンピュータへ送信し、
　前記ホールコンピュータは、前記パチンコ機から送信された判定結果に基づいて、前記
判定手段の否定判定の対象となったパチンコ機を特定する表示を前記表示装置に行うよう
に構成されていることを特徴とする請求項１または請求項２に記載のパチンコシステム。
【請求項４】
　前記プリペイド記録媒体読取装置は、
　前記挿入口から挿入された前記プリペイド記録媒体を装置内部に装填するための装填装
置と、
　前記装填装置により装置内部に装填されたプリペイド記録媒体を前記挿入口から返却す
る返却装置と、を備えており、
　当該パチンコシステムは、
　前記返却装置を作動させるために操作する返却操作部材と、
　前記判定手段が否定判定した場合は、前記返却操作部材が操作された場合であっても前
記返却装置の作動を禁止する返却禁止手段と、を備えることを特徴とする請求項１ないし
請求項３のいずれか１つに記載のパチンコシステム。
【請求項５】
　遊技者の顔を撮影する撮影装置と、
　前記撮影装置により撮影された撮影データを格納する撮影データ格納手段と、を備えて
おり、
　前記判定手段が否定判定した場合に前記撮影装置により前記遊技者の顔を撮影し、その
撮影した撮影データを前記撮影データ格納手段に格納するように構成されたことを特徴と
する請求項１ないし請求項４のいずれか１つに記載のパチンコシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  この発明は、プリペイドカードやプリペイドコインなどのプリペイド記録媒体に記録さ
れた残高情報を読取るプリペイド記録媒体読取装置がパチンコ機間に配置されたパチンコ
システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　図２４は、従来のパチンコシステムの電気的構成の一部をブロックで示す説明図であり
、図２５は、プリペイド記録媒体読取装置およびパチンコ機間で行われる通信のタイミン
グチャートである。
　パチンコ機７００に隣接して配置されたプリペイド記録媒体読取装置６００は、通信ケ
ーブルによってパチンコ機７００に内蔵された払出制御基板７０１と電気的に接続されて
いる。プリペイド記録媒体６００は、一般には球貸機とかサンドユニットなどと呼ばれる
。
【０００３】
　プリペイド記録媒体読取装置６００には、プリペイドカードやプリペイドコインなどの
プリペイド記録媒体を挿入するための挿入口６０１が設けられている。払出制御基板７０
１には、マイクロプロセッサーユニット（以下、ＭＰＵと略称する）７０２が搭載されて
いる。パチンコ機７００には、賞球または貸球としての遊技球を払出す部材を駆動するた
めの払出モータ７０３と、貸球の払出しを要求する際に遊技者が操作する貸出ボタン７０
４と、プリペイド記録媒体に記録されている残り度数（残高）を表示する度数表示器７０
５とが設けられている。
【０００４】
　図中、ＰＲＤＹは、パチンコ機７００が遊技球の払出しを可能であることをプリペイド
記録媒体読取装置６００に連絡するための信号（以下、払出可能状態信号ＰＲＤＹという
）、ＥＸＳは、パチンコ機７００が基本単位分（たとえば５００円分の１２５個）の球貸
しを完了したことをプリペイド記録媒体読取装置６００に連絡するための信号（以下、球
貸完了信号ＥＸＳという）、ＢＲＱは、プリペイド記録媒体読取装置６００がパチンコ機
７００に対して基本単位分の貸球の払出しを要求するための信号（以下、払出要求信号Ｂ
ＲＱという）、ＢＲＤＹは、プリペイド記録媒体読取装置６００が球貸しの処理中である
ことをパチンコ機７００に連絡するための信号（以下、球貸処理中信号ＢＲＤＹという）
である。また、払出可能状態信号ＰＲＤＹは、遊技球を払出し可能な間は常時ハイレベル
になっている（図２５）。
【０００５】
　遊技者が、プリペイド記録媒体読取装置６００の挿入口６０１にプリペイド記録媒体を
挿入すると、プリペイド記録媒体読取装置６００は、挿入されたプリペイド記録媒体に記
録されている残り度数を読取り、その読取った残り度数をパチンコ機７００の度数表示器
７０５に表示する。そして、遊技者が貸出ボタン７０４を押すと、プリペイド記録媒体読
取装置６００は、パチンコ機７００の払出制御基板７０１へ出力している球貸処理中信号
ＢＲＤＹをローレベルからハイレベルに変化させ、球貸しの処理中であることをパチンコ
機７００に連絡する（図２５の時間ｔ１）。続いて、プリペイド記録媒体読取装置６００
は、払出要求信号ＢＲＱをローレベルからハイレベルに変化させ、パチンコ機７００に対
して基本単位分の貸球の払出しを要求する（時間ｔ２）。
【０００６】
　そして、パチンコ機７００の払出制御基板７０１に搭載されたＭＰＵ７０２は、プリペ
イド記録媒体読取装置６００へ出力している球貸完了信号ＥＸＳをローレベルからハイレ
ベルに変化させることにより、球貸しが完了していないことをプリペイド記録媒体読取装
置６００に連絡し（時間ｔ３）、払出モータ７０３を駆動する。払出モータ７０３は、払
出要求信号ＢＲＱがローレベルからハイレベルに１回変化することにより、基本単位分の
貸球を払出す。たとえば、貸球１個が４円であり、１００円（２５個）が１度数で５度数
が球貸しの基本単位に設定されている場合は、５度数分の１２５個の貸球を払出す。ＭＰ
Ｕ７０２は、払出モータ７０３により基本単位分の貸球の払出しが完了すると、球貸完了
信号ＥＸＳをハイレベルからローレベルに変化させ（時間ｔ５）、基本単位分の貸球の払
出しが完了したことをプリペイド記録媒体読取装置６００に連絡する。
【０００７】
　このとき、プリペイド記録媒体読取装置６００は、球貸完了信号ＥＸＳがローレベルに
変化したと判定すると、前回読取った残り度数から基本単位分の度数を減算し、その残り
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度数を度数表示器７０５に表示する。たとえば、前回読取った残り度数が１００であり、
５度数が基本単位である場合は、残り度数９５を度数表示器７０５に表示する。なお、払
出要求信号ＢＲＱは、ハイレベルに変化してから所定時間経過後にローレベルに戻る（時
間ｔ４）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００３－６２３１４号公報（第２～３段落、図２４）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、図２４に示すように、プリペイド記録媒体読取装置６００およびパチンコ機７
００間に接続された通信ケーブルのうち、球貸完了信号ＥＸＳが流れるケーブルに、ぶら
さげ基板などと呼ばれる不正基板８００を接続し、球貸完了信号ＥＸＳを強制的にハイレ
ベルに変化させる不正行為が発生した。不正基板８００は、外部から特定の信号を受信す
ると、不正基板８００が接続されているケーブルに流れる球貸完了信号ＥＸＳを強制的に
ハイレベルに変化させる機能を有する。そして、不正行為を行う者は、不正基板８００へ
前記の特定の信号を送信する送信装置を持って入店し、その送信装置から不正基板へ前記
の特定の信号を送信してから貸出ボタン７０４を操作して貸球の払出しを受ける。
【００１０】
　つまり、プリペイド記録媒体読取装置６００は、払出制御基板７０１から送信される球
貸完了信号ＥＸＳがハイレベルからローレベルに変化したことに基づいて球貸完了を認識
して残り度数を減算するため、球貸完了信号ＥＸＳがハイレベルのままであると、貸球が
払出されたにも拘わらず、残り度数を減算しなくなってしまう。
　したがって、不正行為を行う者は、プリペイド記録媒体の残り度数を減らさないで大量
の貸球の払出しを受けることができるため、パチンコホールが甚大な被害を被る。
【００１１】
　なお、上記の不正基板８００は、プリペイド記録媒体読取装置６００およびパチンコ機
７００間を接続する通信ケーブルの中に封止されているため、目視で不正基板８００を発
見することができないので、不正行為の発見が困難である。
【００１２】
　そこで、本発明は、パチンコ機からプリペイド記録媒体読取装置へ送信する球貸完了信
号の信号レベルを強制的に変化させることにより、プリペイド記録媒体の残高が減算され
ないようにする不正行為を容易に発見することができるパチンコシステムを実現すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
（請求項１に係る発明）
  上記の目的を達成するため、この出願の請求項１に係る発明では、パチンコ機（１）と
、各パチンコ機間に配置されたプリペイド記録媒体読取装置（１００）とを備えたパチン
コシステムであって、前記パチンコ機は、盤面上に遊技領域が形成された遊技盤（５）と
、前記遊技盤に設けられた入賞口（１７～２２）と、遊技球を前記遊技領域へ発射する発
射装置（４，４ａ～４ｇ）と、前記発射装置へ供給する遊技球を貯留する遊技球貯留部材
（６）と、貸球の払出しを行うために遊技者が操作する貸球操作部材（６ｃ）と、前記発
射装置により発射された遊技球が前記入賞口に入賞したときに賞球を前記遊技球貯留部材
へ払出し、さらに、前記プリペイド記録媒体読取装置から払出要求信号が出力されたとき
に貸球を所定個数単位で前記遊技球貯留部材へ払出す遊技球払出装置（３８ｃ）と、を備
え、前記遊技球払出装置が前記貸球の払出しを完了したことを示す球貸完了信号を前記プ
リペイド記録媒体読取装置へ送信するように構成されており、前記プリペイド記録媒体読
取装置は、プリペイド記録媒体（２００）を挿入する挿入口（１０８）と、前記挿入口に
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挿入されたプリペイド記録媒体に記録された残高を読取る残高読取部（１１０）と、を備
えており、前記貸球操作部材が操作されたことを検出した場合に、前記残高読取部により
読取られた残高が前記貸球を前記所定個数単位で払出すために必要な最小の残高以上であ
ることを条件として前記遊技球払出装置に前記払出要求信号を出力し、かつ、前記球貸完
了信号を受信する毎に、前記残高読取部が読取った残高を減算するように構成されたパチ
ンコシステムにおいて、
　前記パチンコ機は、信号の１周期においてハイレベルに変化している時間およびローレ
ベルに変化している時間のデューティ比として特定のデューティ比を有する球貸完了信号
を前記プリペイド記録媒体読取装置へ送信し、前記プリペイド記録媒体読取装置は、前記
パチンコ機から送信された球貸完了信号を受信し、その受信した球貸完了信号のデューテ
ィ比が前記特定のデューティ比であるか否かを判定する判定手段（Ｓ９，Ｓ１０）を備え
ており、前記判定手段が肯定判定した場合は、前記残高読取部が読取った残高を減算し、
かつ、前記判定手段が否定判定した場合は、その判定結果を示す報知を行うように構成さ
れているという技術的手段を用いる。
　なお、上記の「残高」とは、プリペイド記録媒体に記録された有価情報を意味し、金額
そのものを表す指標および一定の金額を度数に換算して表す指標を含む。
【００１４】
（請求項２に係る発明）
　請求項２に記載の発明では、請求項１に記載のパチンコシステムにおいて、前記判定手
段（Ｓ９，Ｓ１０）が否定判定した場合に前記遊技球払出装置による貸球の払出しを中止
させる払出中止手段（Ｓ３１ａ）を備えるという技術的手段を用いる。
【００１５】
（請求項３に係る発明）
　請求項３に記載の発明では、請求項２に記載のパチンコシステムにおいて、各パチンコ
機（１）が設置されたパチンコホールの管理室には、各パチンコ機と通信を行うホールコ
ンピュータ（３００）と、前記ホールコンピュータの処理結果を画面に表示する表示装置
（３０１）と、が備えられており、前記報知手段は、前記判定手段の判定結果を前記ホー
ルコンピュータへ送信し、前記ホールコンピュータは、前記報知手段により送信された判
定結果に基づいて、前記判定手段の否定判定の対象となったパチンコ機を特定する表示を
前記表示装置に行うように構成されている（Ｓ１００～Ｓ１０２）という技術的手段を用
いる。
【００１６】
（請求項４に係る発明）
　請求項４に記載の発明では、請求項１ないし請求項３のいずれか１つに記載のパチンコ
システムにおいて、前記プリペイド記録媒体読取装置（１００）は、前記挿入口（１０８
）から挿入された前記プリペイド記録媒体（２００）を装置内部に装填するための装填装
置（１１３）と、前記装填装置により装置内部に装填されたプリペイド記録媒体を前記挿
入口から返却する返却装置（１１４）と、を備えており、当該パチンコシステムは、前記
返却装置を作動させるために操作する返却操作部材（６ｄ）と、前記判定手段（Ｓ３２，
Ｓ３３）が否定判定した場合は、前記返却操作部材が操作された場合であっても前記返却
装置の作動を禁止する返却禁止手段（Ｓ５１）と、を備えるという技術的手段を用いる。
【００１７】
（請求項５に係る発明）
　請求項５に記載の発明では、請求項１ないし請求項４のいずれか１つに記載のパチンコ
システムにおいて、遊技者の顔を撮影する撮影装置（３０２）と、前記撮影装置により撮
影された撮影データを格納する撮影データ格納手段（３０３）と、を備えており、前記判
定手段（Ｓ３２，Ｓ３３）が否定判定した場合に前記撮影装置により前記遊技者の顔を撮
影し、その撮影した撮影データを前記撮影データ格納手段に格納するように構成された（
Ｓ６０～Ｓ６２）という技術的手段を用いる。
【００１８】
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　なお、上記各括弧内の符号は、後述する実施形態に記載の具体的手段との対応関係を示
すものである。
【発明の効果】
【００１９】
（請求項１に係る発明）
　請求項１に係る発明を実施すれば、パチンコ機は、信号の１周期においてハイレベルに
変化している時間およびローレベルに変化している時間のデューティ比として特定のデュ
ーティ比を有する球貸完了信号をプリペイド記録媒体読取装置へ送信し、プリペイド記録
媒体読取装置は、パチンコ機から受信した球貸完了信号が上記特定のデューティ比である
と判定した場合はプリペイド記録媒体の残高を減算し、上記特定のデューティ比ではない
と判定した場合は、その判定結果を示す報知を行うことができる。
　したがって、球貸完了信号の信号レベルを強制的に変化させることにより、プリペイド
記録媒体の残高が減算されないようにする不正行為を容易に発見することができる。
【００２０】
（請求項２に係る発明）
　請求項２に係る発明を実施すれば、プリペイド記録媒体読取装置がパチンコ機から受信
した球貸完了信号が上記特定のデューティ比ではない場合は、遊技球払出装置による貸球
の払出しを中止させることができる。
　したがって、貸球を不正に払出させようとする者が、貸球の払出しを受けて遊技ができ
ないようにすることができる。
【００２１】
（請求項３に係る発明）
　請求項３に係る発明を実施すれば、プリペイド記録媒体読取装置がパチンコ機から受信
した球貸完了信号が上記特定のデューティ比でない場合は、そのパチンコ機を特定する表
示をホールコンピュータの表示装置によって行うことができる。
　したがって、パチンコホールの従業者は、貸球払出しの不正行為を遊技者に気付かれな
いようにしてパチンコ機および遊技者を容易に特定することができる。
【００２２】
（請求項４に係る発明）
　請求項４に係る発明を実施すれば、プリペイド記録媒体読取装置がパチンコ機から受信
した球貸完了信号が上記特定のデューティ比でない場合は、返却操作部材が操作された場
合であっても挿入口からプリペイド記録媒体を返却しないようにすることができる。
　したがって、同じプリペイド記録媒体を使った不正行為の再発を防止することができる
。
【００２３】
（請求項５に係る発明）
　請求項６に係る発明を実施すれば、プリペイド記録媒体読取装置がパチンコ機から受信
した球貸完了信号が上記特定のデューティ比でない場合は、そのパチンコ機において遊技
をしている遊技者の顔を撮影し、その撮影データを格納することができる。
　したがって、貸球払出しの不正行為を行う者を容易に特定することができ、かつ、その
者の顔を撮影した撮影データを証拠として保存することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】第１実施形態に係るパチンコシステムおよびホールコンピュータの接続構成をブ
ロックで示す説明図である。
【図２】図１に示すパチンコシステムの外観を示す正面斜視図である。
【図３】図２に示すパチンコシステムの平面図である。
【図４】図２に示すパチンコ機に設けられた貸出ボタンなどを示す説明図である。
【図５】図２に示すパチンコ機に設けられた遊技盤の正面図である。
【図６】図６に示す遊技盤の正面斜視図である。
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【図７】（ａ）は図６に示す遊技盤に設けられた第１および第２変動入賞装置の正面拡大
図、（ｂ）は特別図柄表示装置、普通図柄表示装置、特別図柄記憶表示装置および普通図
柄記憶表示装置の正面拡大図である。
【図８】図２に示すプリペイド記録媒体読取装置の外観を示す正面図である。
【図９】図４に示すプリペイド記録媒体読取装置の主な電気的構成の一部をブロックで示
す説明図である。
【図１０】図２に示すパチンコ機の主な電気的構成の一部をブロックで示す説明図である
。
【図１１】図２に示すパチンコ機の主な電気的構成の一部をブロックで示す説明図である
。
【図１２】貸球の払出しに関係する部分の主な電気的構成の一部をブロックで示す説明図
である。
【図１３】プリペイド記録媒体読取装置および払出制御基板間の信号の流れを示す説明図
である。
【図１４】プリペイド記録媒体読取装置および払出制御基板間で行う通信のタイミングチ
ャートである。
【図１５】プリペイド記録媒体読取装置のＣＰＵが実行する球貸し要求確認処理１の内容
を示すフローチャートである。
【図１６】払出制御基板のＣＰＵが実行する球貸し処理１の内容を示すフローチャートで
ある。
【図１７】第２実施形態においてプリペイド記録媒体読取装置のＣＰＵが実行する球貸し
要求確認処理２の内容を示すフローチャートである。
【図１８】第２実施形態において払出制御基板のＣＰＵが実行する球貸し処理２の内容を
示すフローチャートである。
【図１９】第３実施形態において払出制御基板のＣＰＵが実行する球貸し処理３の内容を
示すフローチャートである。
【図２０】第３実施形態においてホールコンピュータが実行する報知処理の内容を示すフ
ローチャートである。
【図２１】第４実施形態においてプリペイド記録媒体読取装置のＣＰＵが実行するカード
返却処理の内容を示すフローチャートである。
【図２２】第５実施形態におけるプリペイド記録媒体読取装置の外観を示す正面図である
。
【図２３】第５実施形態においてプリペイド記録媒体読取装置のＣＰＵが実行する撮影処
理の内容を示すフローチャートである。
【図２４】従来のパチンコシステムの電気的構成の一部をブロックで示す説明図である。
【図２５】プリペイド記録媒体読取装置およびパチンコ機間で行われる通信のタイミング
チャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
〈第１実施形態〉
　この発明の第１実施形態について説明する。
［パチンコシステムおよびホールコンピュータの接続構成］
　この実施形態に係るパチンコシステムとホールコンピュータとの接続構成について、そ
れをブロックで示す図１を参照して説明する。
【００２６】
  図１に示すように、この実施形態に係るパチンコシステムは、パチンコホールに設置さ
れたパチンコ機１と、パチンコ機１に隣接して配置されたプリペイド記録媒体読取装置１
００とを備える。プリペイド記録媒体読取装置１００は各パチンコ機１の間に配置されて
いる。各パチンコ機１は、通信回線Ｌ１を介してホールコンピュータ３００と接続されて
いる。各パチンコ機１は、大当たりの回数や出玉数などの情報を通信回線Ｌ１を介してホ
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ールコンピュータ３００へ送信し、ホールコンピュータ３００は、各パチンコ機１から送
信された情報を受信して格納する。
【００２７】
　その格納された情報は、ホールコンピュータ３００に備えたれたキーボードやマウスな
どの入力装置によって取り出され、ホールコンピュータ３００に接続された表示装置３０
１の画面に表示される。たとえば、１日当りの大当たりの発生回数や出玉数がパチンコ機
の台番号毎に表示装置３０１に表示される。ホールコンピュータ３００は、たとえば、パ
チンコホールの管理室などに配置されている。
【００２８】
［パチンコシステムの外観構成］
　次に、パチンコシステムの外観構成について図を参照して説明する。図２は、図１に示
すパチンコシステムの外観を示す正面斜視図であり、図３は、図２に示すパチンコシステ
ムの平面図である。図４は、図２に示すパチンコ機に設けられた貸出ボタンなどを示す説
明図である。
【００２９】
　パチンコ機１の左側にはプリペイド記録媒体読取装置１００が設けられている。パチン
コ機１には、外殻を構成する外枠セット８が設けられており、この外枠セット８の前面に
は前枠セット２が設けられている。その前枠セット２は天板１ａを備えており、その天板
１ａの左端前方には回動軸部材１ｂが設けられている。前枠セット２には透明なガラス枠
セット３が、回動軸部材１ｂを回動軸にして開閉可能に取付けられている。
【００３０】
　ガラス枠セット３の内側には、遊技盤（図５において符号５で示す）が設けられており
、前枠セット２の前面右下方には、遊技盤５へ遊技球を発射する発射装置を操作する発射
ハンドル４ａが取付けられている。発射ハンドル４ａには、遊技球の発射強度を調節する
ための発射レバー４ｂが発射ハンドル４ａに対して回動自在に装着されている。
【００３１】
　遊技盤５の下方には、パチンコ機１の内部から払出された賞球や貸球を貯留する上受け
皿６が設けられている。上受け皿６には、貸球の払出しを行わせるために操作する貸出ボ
タン６ｃと、プリペイド記録媒体読取装置１００のカード挿入口１０８から挿入され、装
置内部に装填されているプリペイド記録媒体をカード挿入口１０８から返却させるために
操作する返却ボタン６ｄと、プリペイド記録媒体に記録されている残り度数（残高）を表
示する度数表示部６ｅとが設けられている。度数表示部６ｅは、残り度数を８セグＬＥＤ
や液晶を使って数字で表示する。たとえば、度数表示部６ｅは、残り度数を３桁の数字で
表示するように構成されており、たとえば、度数の最小表示単位が１００円である場合に
５００円分が残っているときには、００５と表示する。
【００３２】
　上受け皿６の下方には、上受け皿６の貯留可能数を超えて内部から流下した遊技球を貯
留する下受け皿７が設けられている。下受け皿７には、下受け皿７に貯留されている遊技
球を下受け皿７の下方に配置された賞球箱へ排出するために操作する球抜きレバー７ａが
設けられている。上受け皿６には、上受け皿６に貯留されている遊技球を下受け皿７へ排
出させるために操作する球抜きレバー６ａが設けられている。
【００３３】
　前枠セット２には、払出すべき遊技球が無いことを報知する球切れＬＥＤ１３と、遊技
球の払出しの異常を報知する払出異常ＬＥＤ１４とが設けられている。また、前枠セット
２には、効果音を発生する右スピーカ１０と、左スピーカ１１と、下スピーカ１２とが設
けられている。また、上受け皿６には、遊技者が演出内容を選択するために操作する演出
ボタン９が設けられている。
【００３４】
　図３に示すように、パチンコ機１の背面上方には、遊技球を貯留するための球タンク８
０が設けられている。パチンコ機１が設置されている島の上方には各パチンコ機に遊技球
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を供給する遊技球供給流路が配置されており、その遊技球供給経路から遊技球が球タンク
８０に供給される。また、パチンコ機１の背面には、パチンコ機１における遊技を制御す
るための各種の制御基板（図１０，図１１）が設けられており、それらは、カバー９０に
よって覆われている。
【００３５】
［遊技盤の主要構成］
　次に、パチンコ機１に備えられた遊技盤の主要構成について図を参照して説明する。
　図５は図２に示すパチンコ機に備えられた遊技盤の正面図であり、図６は図５に示す遊
技盤の正面斜視図である。図７（ａ）は図５に示す遊技盤に設けられた第１および第２変
動入賞装置の正面拡大図、（ｂ）は特別図柄表示装置、普通図柄表示装置、特別図柄記憶
表示装置および普通図柄記憶表示装置の正面拡大図である。
【００３６】
　遊技盤５の盤面には、遊技球が流下する遊技領域が形成されており、遊技球の流下経路
は、遊技盤５の盤面に打ち込まれた多数の遊技釘２８によって規制されている。遊技盤５
の盤面の周囲には、発射ソレノイド（図１０において符号４ｆで示す）などの発射装置に
よって発射された遊技球を遊技領域に案内するためのレールセット１５が設けられている
。
【００３７】
　遊技盤５の中央には、センター飾り１６が設けられている。このセンター飾り１６は、
図６に示すように盤面から前方へ突出する立体形状に形成されており、遊技領域の中央領
域を占有している。センター飾り１６には、演出図柄を変動表示したり、各種の演出画像
を表示する演出表示器３０が設けられている。この実施形態では、演出表示器３０は、液
晶表示装置により構成されている。なお、ＬＥＤをドットマトリクス状に配置した表示器
、７セグメントＬＥＤ、有機ＥＬパネルなどを演出表示器３０として用いることもできる
。
【００３８】
　センター飾り１６の左外面には、遊技球がセンター飾り１６の内部に流入可能な流入口
１６ｂが開口形成されている。図６に示すように、センター飾り１６の内部には、流入口
１６ｂから流入した遊技球を案内するための案内通路１６ｅが設けられている。センター
飾り１６の左内面には、案内通路１６ｅによって案内された遊技球を流出させるための流
出口１６ｃが開口形成されている。
【００３９】
　センター飾り１６の下部には、流出口１６ｃから流出した遊技球が転動するためのステ
ージ１６ｄが設けられている。流出口１６ｃから流出した遊技球は、ステージ１６ｄの上
を流下経路Ｒ２にて流下し、流下経路Ｒ３～Ｒ５のいずれかに沿って流下する。ステージ
１６ｄの直下であって、流下経路Ｒ３に沿った箇所には、第１始動口２１が設けられてい
る。ステージ１６ｄの上方には、流出口１６ｃから流出した遊技球以外の遊技球がステー
ジ１６ｄに落下しないようにするための防護部材１６ｆが設けられている。センター飾り
１６の上面には、案内部１６ａが形成されており、案内部１６ａに乗った遊技球は、流下
経路Ｒ１に沿って、センター飾り１６の右方に形成された右寄り遊技領域へ案内される。
【００４０】
　盤面の左側には、レールセット１５の内周に沿って左サイド飾り３６が設けられている
。左サイド飾り３６とセンター飾り１６との間には、遊技球が流下する左寄り遊技領域が
形成されている。その左寄り遊技領域には、遊技球の流下経路を変化させる風車３５が回
転自在に設けられている。
【００４１】
　左サイド飾り３６には、左袖上入賞口１７と、左袖入賞口１８と、左下入賞口１９とが
設けられている。盤面の右側には、右サイド飾り３７が設けられており、その右サイド飾
り３７には、右肩入賞口２０が設けられている。右寄り遊技領域のセンター飾り１６には
、普通電動役物２７が設けられている。普通電動役物２７は、翼形状の開閉翼片２７ｃを
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備えている。開閉翼片２７ｃは、その基部が回動可能に軸支されており、その基部の回動
によって先端を外方（図中では右方）へ開いたり内方（図中では左方）へ閉じたりする。
【００４２】
　開閉翼片２７ｃが外方へ開くと、その開いた開閉翼片２７ｃとセンター飾り１６との間
に第２始動口２２が形成される。図５は、開閉翼片２７ｃが外方へ開き、第２始動口２２
が形成された状態を示す。遊技盤５の下方には、どこにも入賞などしなかった遊技球を回
収するためのアウト口２６が開口形成されている。
【００４３】
　演出表示器３０の上方であってセンター飾り１６の中央には、ＬＥＤによって装飾され
た可動役物４０が設けられている。可動役物４０の両端は、支持部材によって支持されて
おり所定の演出タイミングになると演出表示器３０の前面に自然落下し、モータ（図１１
において右リフトモータ４０ｄおよび左リフトモータ４０ｆで示す）などの昇降装置によ
って上昇して落下前の原点に復帰する。
【００４４】
　また、可動役物４０は、モータ（図１１において家紋モータ４０ｂで示す）およびカム
機構（図示せず）などの駆動装置によって振動する。可動役物４０の背面には、ＬＥＤに
よって装飾された可動役物が設けられており、モータ（図１１において万華鏡モータ４３
ａで示す）などの駆動装置によって回転し、可動役物４０が落下すると出現する。また、
センター飾り１６の両側には、可動役物４１，４２が設けられている。可動役物４１，４
２は、それぞれモータ（図１１において左竜モータ４１ａおよび右竜モータ４２ａで示す
）などの駆動装置によって作動する。
【００４５】
　また、図６に示すように、センター飾り１６の下部であって、演出表示器３０の前面下
部には、箱状の収納部材４６が設けられている。この収納部材４６の内部には、左右で一
対の可動役物が収納されており、それぞれモータ（図１１において扉左モータ４４ａおよ
び扉右モータ４５ａで示す）などの駆動装置によって左右方向へ移動し、それらの可動役
物は、合体したときに一つの意匠を構成する。
【００４６】
　収納部材４６の正面および背面は、透光性材料によって形成されており、遊技者がその
内部に収納された可動役物の状態を視認できるようになっている。また、収納部材４６の
内部において相互に離反した可動役物間に形成された空間の奥には、ＬＥＤにより装飾さ
れた装飾部材（図示省略）が設けられており、可動役物が相互に離反したときに装飾部材
の各ＬＥＤが点灯または点滅するようになっている。
【００４７】
　この実施形態では、可動役物４０は、家紋を模した形状に形成されており、可動役物４
０を装飾しているＬＥＤが点灯することによって家紋が浮き出るように構成されている。
また、可動役物４０の背面から出現する可動役物は万華鏡を模した形状に形成されており
、その可動役物を装飾しているＬＥＤが点灯または点滅することにより、あたかも万華鏡
を覗いているように見える演出を行う。また、可動役物４１，４２は、それぞれ竜の頭を
模した形状に形成されており、前述した駆動装置によって竜が口を開閉する。
【００４８】
　また、可動役物４１，４２の内部には、それぞれＬＥＤが設けられており、そのＬＥＤ
が点灯することにより、あたかも竜が火を吹くように見える演出を行う。また、収納部材
４６の内部に収納されている左右で一対の可動役物は、それぞれ扉形状に形成されており
、各前面には竜の一部がそれぞれ描かれている。そして、各可動役物が合体すると、竜が
完成するようになっている。
【００４９】
　上述した各可動役物４０～４５は、遊技中の所定のタイミングで動作して演出効果を高
める。また、各可動役物４０～４５は、動作することにより、大当りの発生の予告、大当
りの発生の示唆、演出表示器３０が大当り発生の確率が高い演出画像を表示することの予
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告など、各種の予告を行う。
【００５０】
　図５において第１始動口２１と右肩入賞口２０との間（図中において符号Ｂで示す破線
で囲まれた領域）には、図７（ａ）に示すように、第１変動入賞装置２４および第２変動
入賞装置２５が上下に重ねて設けられている。第１変動入賞装置２４は、横長板状の第１
開閉部材２４ｄを備えており、この第１開閉部材２４ｄは、ソレノイド（図１０において
第１大入賞口ソレノイド２４ｂで示す）などの駆動装置によって開閉する。第１開閉部材
２４ｄが開放すると、第１大入賞口２４ａが開口する。
【００５１】
　第２変動入賞装置２５は、横長板状の第２開閉部材２５ｄを備えており、この第２開閉
部材２５ｄは、ソレノイド（図１０において第２大入賞口ソレノイド２５ｂで示す）など
の駆動装置によって開閉する。第２開閉部材２５ｄが開放すると、第２大入賞口２５ａが
開口する。図７（ａ）は、第１大入賞口２４ａおよび第２大入賞口２５ａがそれぞれ開口
した状態を示す。第１大入賞口２４ａおよび第２大入賞口２５ａは、大当りが発生したと
きに開口する。この実施形態では、第１開閉部材２４ｄおよび第２開閉部材２５ｄは、そ
れぞれ横長の板状に形成されており、両側の下端を軸にして前後に開閉するように構成さ
れている。
【００５２】
　図５において左サイド飾り３６の左袖上入賞口１７の左側（図中において符号Ａで示す
破線で囲まれた領域）には、図７（ｂ）に示すように、特別図柄表示装置３１と、普通図
柄表示装置３３と、特別図柄保留数表示装置３２および普通図柄保留数表示装置３４とが
設けられている。
　この実施形態では、特別図柄表示装置３１、普通図柄表示装置３３、特別図柄保留数表
示装置３２および普通図柄保留数表示装置３４は、それぞれＬＥＤにより構成されている
が、液晶表示装置などにより構成することもできる。
【００５３】
　特別図柄表示装置３１は複数（たとえば、図７（ｂ）に示すように７個）のＬＥＤによ
り構成されており、それらのＬＥＤは、遊技球が第１始動口２１または第２始動口２２に
入賞すると所定の点滅パターンで点滅する。それらのＬＥＤが点灯したときの発光色およ
び消灯したときのＬＥＤの地の色が特別図柄を構成し、ＬＥＤが点滅している状態が、特
別図柄が変動表示している状態である。
【００５４】
　特別図柄表示装置３１は、各ＬＥＤをランダムに点滅させ、その点滅が停止したときに
点灯しているＬＥＤおよび消灯しているＬＥＤの組合せが特定の組合せであるときに大当
りが発生し、その組合せの種類によって大当りの種類が異なる。大当りの種類は、大当り
遊技において実行可能な最大ラウンド数、通常大当り、確変大当りおよび時短のうちの２
つ以上を組み合わせて構成されている。また、大当りの種類によって第１変動入賞装置２
４および第２変動入賞装置２５のどちらかが動作して大当り遊技が行われる。
　ここで、時短とは、特別図柄が変動表示を開始してから変動表示を終了するまでに要す
る時間が短縮され、かつ、普通図柄が変動表示を開始してから変動表示を終了するまでに
要する時間が短縮された遊技状態をいう。
【００５５】
　特別図柄表示装置３１が特別図柄を変動表示しているときに遊技球が始動口２１または
始動口２２に入賞したときは、その入賞に基づく特別図柄の変動表示は直ぐに実行されず
、一旦保留される。その保留数は、特別図柄保留数表示装置３２によって表示される。こ
の実施形態では、特別図柄保留数表示装置３２は４個のＬＥＤによって構成されており、
そのＬＥＤの点灯数によって特別図柄保留数を表示する。つまり、この実施形態では、特
別図柄保留数は最大４個である。
【００５６】
　演出表示器３０は、特別図柄表示装置３１の演出効果を高める目的で設けられている。
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つまり、特別図柄表示装置３１は、複数のＬＥＤによって構成されており、ＬＥＤの点滅
のみでは演出効果が乏しいため、演出表示器３０が演出図柄を変動表示したり、演出用の
動画などの演出画像を表示したりすることによって演出効果を高めている。なお、演出図
柄とは、ＬＥＤによって表示される特別図柄に代わって表示する演出用の図柄のことであ
り、複数の識別情報を表現した図柄である。たとえば、０～９の数字を表現した図柄であ
り、演出表示器３０は、図柄列を数字の昇順に表示する。また、演出表示器３０は、動画
および静止画像により構成された演出画像を単独で、あるいは、演出図柄と共に表示する
。
【００５７】
　演出表示器３０は、特別図柄表示装置３１が特別図柄の変動表示を開始すると同時に演
出画像および演出図柄の表示を開始する。また、演出表示器３０は、特別図柄表示装置３
１が特別図柄の変動表示を終了すると同時に演出画像および演出図柄の表示を終了し、特
別図柄表示装置３１が確定表示した大当り図柄またはハズレ図柄に対応する演出図柄を確
定表示する。
【００５８】
　普通図柄表示装置３３は、複数（たとえば、図７（ｂ）に示すように２個）のＬＥＤに
より構成されており、各ＬＥＤが点灯したときの発光色および消灯したときのＬＥＤの地
の色が普通図柄を構成する。また、普通図柄表示装置３３がＬＥＤを点滅させている状態
が、普通図柄が変動表示している状態であり、変動表示が終了したときに点灯および消灯
しているＬＥＤの組合せによって普通図柄の当りまたはハズレが報知される。当りの普通
図柄が確定表示されると、普通電動役物２７の開閉翼片２７ｃの開放時間が長くなり、普
通電動役物２７への入賞が容易になる。つまり、単位時間当りに特別図柄が変動表示を開
始する回数が多くなり、大当りが発生する確率が高くなる。
【００５９】
　遊技球がゲート２３を通過すると、普通図柄表示装置３３が普通図柄の変動表示を開始
する。そして、普通図柄表示装置３３が普通図柄を変動表示しているときに遊技球がゲー
ト２３を通過したときは、その通過による普通図柄の変動表示が保留され、その保留数は
普通図柄保留数表示装置３４により表示される。この実施形態では、普通図柄保留数表示
装置３４は、４個のＬＥＤによって構成されており、そのＬＥＤの点灯数によって保留数
を表示する。つまり、この実施形態では、普通図柄保留数は最大４個である。
【００６０】
［プリペイド記録媒体読取装置の主要構造］
　次に、プリペイド記録媒体読取装置１００の主要構造について図を参照して説明する。
図８は、図２に示すプリペイド記録媒体読取装置１００の外観を示す正面図である。なお
、プリペイド記録媒体としては、プリペイドカード、または、コイン形状のプリペイドコ
インなどが存在するが、この実施形態では、プリペイド記録媒体としてプリペイドカード
を使うプリペイド記録媒体読取装置を例に挙げて説明する。
【００６１】
　図８に示すように、プリペイド記録媒体読取装置１００には、プリペイドカードの利用
が可能であることを示す利用ランプ１０１と、貸出金額の単位（たとえば、１００円、２
００円、３００円、５００円）の選択を行うための金額設定ボタン１０２と、金額設定ボ
タン１０２により選択した貸出金額を表示する貸出金額表示部１０３と、１００円未満の
残高およびメンテナンス情報を度数表示部６ｅ（図４）に表示させる場合に押す端数表示
ボタン１０４と、プリペイド記録媒体読取装置１００が接続されるパチンコ機１の方向を
示す連結台方向表示ランプ１０５とが設けられている。
【００６２】
　また、プリペイド記録媒体読取装置１００には、プリペイドカードがパチンコ機１に対
応していることを示す表示ランプ１０６と、プリペイドカードを挿入するカード挿入口１
０８と、カード挿入口１０８にプリペイドカードが挿入されていることを示すカード挿入
中ランプ１０７とが設けられている。プリペイド記録媒体読取装置１００の内部には、カ
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ード挿入口１０８から挿入されたプリペイドカードを装填する装填装置（図９において符
号１１３で示す）が設けられている。
　さらに、プリペイド記録媒体読取装置１００には、プリペイド記録媒体読取装置１００
がパチンコ機１から受信した球貸完了信号ＥＸＳのデューティ比が規定値の範囲ではない
場合、つまり、球貸完了信号ＥＸＳに対して不正行為が行われていることを報知するため
の報知ランプ１３０が設けられている。
【００６３】
　カード挿入口１０８から挿入されたプリペイドカードは、その端部がカード挿入口１０
８から突出しない状態で上記の装填装置１１３に装填されるため、装填装置１１３が故障
すると、プリペイドカードを返却することができなくなる。そこで、装填装置１１３は、
カード挿入口１０８を含む前面パネルの一部と共に前面に引き出し可能に構成されている
。装填装置１１３は、普段はロック機構によって引き出し不能になっているが、プリペイ
ド記録媒体読取装置１００に設けられた鍵穴１０９から鍵を差し込んでロック状態を解除
することができるように構成されている。
【００６４】
［プリペイド記録媒体読取装置の主な電気的構成］
　次に、プリペイド記録媒体読取装置１００の主な電気的構成について、それをブロック
で示す図９を参照して説明する。
【００６５】
　プリペイド記録媒体読取装置１００は、カード挿入口１０８から挿入されたプリペイド
カード２００を装填して保持するための装填装置１１３と、その装填装置１１３に装填さ
れたプリペイドカード２００に記録された残り度数を読取る読取装置１１０と、返却ボタ
ン６ｄ（図４）が操作されたときに装填装置１１３に装填されているプリペイドカード２
００をカード挿入口１０８から返却するための返却装置１１４とを備える。
【００６６】
　また、プリペイド記録媒体読取装置１００は、利用ランプ１０１、貸出金額表示部１０
３、連結台方向表示ランプ１０５およびカード挿入中ランプ１０７を点灯または点滅させ
るための表示装置１１２と、報知ランプ１３０を点灯または点滅させるための報知装置１
１１と、ＭＰＵ（マイクロプロセッサーユニット）１２０とを備える。ＭＰＵ１２０は、
ＣＰＵ１２１と、ＲＯＭ１２２と、ＲＡＭ１２３とを備える。
【００６７】
　さらに、プリペイド記録媒体読取装置１００は、払出要求信号ＢＲＱなどをパチンコ機
１へ送信する送信回路１４１と、パチンコ機１から送信される球貸完了信号ＥＸＳなどを
受信する受信回路１４２とを備える。
【００６８】
　ＣＰＵ１２１は、パチンコ機１から送信され、受信回路１４２により受信された球貸完
了信号ＥＸＳの１周期においてハイレベルになっている時間ｔａおよびローレベルになっ
ている時間ｔｂのデューティ比（ｔｂ／ｔａ）を演算する。この実施形態では、ＣＰＵ１
２１は、自身の動作用クロック信号を用い、球貸完了信号ＥＸＳが１周期においてハイレ
ベルに変化している時間ｔａおよびローレベルに変化している時間を計測し、デューティ
比（ｔｂ／ｔａ）を演算する。
【００６９】
　そして、その演算したデューティ比が、規定値の範囲であるか否かを判定し、規定値の
範囲であると判定した場合は、残り度数を減算し、規定値の範囲ではないと判定した場合
は、報知装置１１１を作動させて報知ランプ１３０を点灯または点滅させる。つまり、球
貸完了信号ＥＸＳに対して不正行為が行われていることを報知する。
　なお、球貸完了信号ＥＸＳが外来ノイズなどの影響を受けてデューティ比が変動するこ
とを考慮し、上記の規定値には幅を持たせてあり、デューティ比および規定値の差が極め
て小さいにも拘わらず残高が減算されなかったり、報知ランプ１３０が作動してしまうと
いう事態が起きないようにしている。
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【００７０】
　また、ＣＰＵ１２１は、装填装置１１３、返却装置１１４、読取装置１１０、報知装置
１１１、表示装置１１２、送信回路１４１および受信回路１４２の動作を制御する。ＲＯ
Ｍ１２２には、パチンコ機１と通信を行うためにＣＰＵ１２１が実行する通信制御プログ
ラム、さらには、各装置を制御するためにＣＰＵ１２１が実行する各種の制御プログラム
などが読出し可能に格納されている。ＲＡＭ１２３は、ＲＯＭ１２２から読出された制御
プログラムをＣＰＵ１２１が実行するときに使うワーク領域を有するとともに、ＣＰＵ１
２１の処理結果を書換え可能に格納する。
【００７１】
［パチンコ機の主な電気的構成］
  次に、パチンコ機１の主な電気的構成についてそれをブロックで示す図１０および図１
１を参照して説明する。
【００７２】
　図１０に示すように、主制御基板５０には、主制御用ＭＰＵ（マイクロプロセッサーユ
ニット）５１が搭載されている。主制御用ＭＰＵ５１はＩＣチップであり、主制御基板５
０の基板面に取付けられた半導体ソケットに対して着脱可能に接続されている。主制御用
ＭＰＵ５１は、主制御用ＣＰＵ５２と、主制御用ＲＯＭ５３と、主制御用ＲＡＭ５４とを
備える。主制御用ＣＰＵ５２は、大当り判定、主制御用ＭＰＵ５１の識別情報の送信、大
当り図柄の抽選、大当りの種類の抽選、ハズレ図柄の抽選、特別図柄変動時間（演出図柄
変動時間）の抽選、入賞の検出、ゲート通過の検出、普通図柄の当り判定、賞球の払出命
令など、遊技における重要な処理を実行する。
【００７３】
　主制御用ＲＯＭ５３には、主制御用ＣＰＵ５２が上記の各処理を実行するためのコンピ
ュータプログラム、各制御基板へ送信する制御コマンド、大当り判定を行う際に参照する
大当り値などが読出し可能に格納されている。また、主制御用ＲＯＭ５３には、このパチ
ンコ機１の主制御用ＭＰＵ５１を他のパチンコ機の主制御用ＭＰＵと識別するための識別
情報が記憶されている。主制御用ＲＡＭ５４は、主制御用ＣＰＵ５２が上記のコンピュー
タプログラムを実行するときに使用するワーク領域を有する。また、主制御用ＲＡＭ５４
は、主制御用ＣＰＵ５２が上記のコンピュータプログラムを実行することにより発生する
処理結果および判定結果などを読出しおよび書換え可能に格納する。
【００７４】
　また、主制御基板５０には、第１始動口２１に入賞した遊技球を検出する第１始動口ス
イッチ２１ａと、第２始動口２２に入賞した遊技球を検出する第２始動口スイッチ２２ａ
とが電気的に接続されている。また、主制御基板５０には、図柄表示基板８４が電気的に
接続されている。図柄表示基板８４には、特別図柄表示装置３１と、特別図柄保留数表示
装置３２と、普通図柄表示装置３３と、普通図柄保留数表示装置３４とが搭載されている
。また、主制御基板５０には、払出制御基板６０と、外部端子板８５と、セキュリティ中
継端子板８９とが電気的に接続されている。
【００７５】
　セキュリティ中継端子板８９には、不正行為において使用される誘導磁界を検出するた
めの誘導磁界センサ９１と、不正行為において使用される磁気を検出するための第１磁気
センサ９２と、第２磁気センサ９３とが電気的に接続されている。
【００７６】
　払出制御基板６０には、下受け皿７が遊技球で満杯になった状態を検出するための下皿
満杯スイッチ７ｂと、扉開放中継端子板８６とが電気的に接続されている。扉中継端子板
８６には、ガラス枠セット３が開放された状態を検出するための扉開放スイッチ８７と、
外枠セット８が開放された状態を検出するための外枠開放スイッチ８８とが電気的に接続
されている。また、払出制御基板６０には、払出中継端子板８３が電気的に接続されてお
り、払出中継端子板８３には、遊技球を上受け皿６へ払出す部材を駆動するための払出モ
ータ３８ｃと、この払出モータ３８ｃによって払出された遊技球を検出するための前部払
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出センサ３８ａ，後部払出センサ３８ｂと、払出モータ３８ｃによって払出す遊技球が切
れていることを検出する前部球切れスイッチ３８ｄ，後部球切れスイッチ３８ｅとが電気
的に接続されている。
【００７７】
　払出制御基板６０には、払出制御用ＭＰＵ６１が搭載されており、その払出制御用ＭＰ
Ｕ６１は、払出制御用ＣＰＵ６２と、払出制御用ＲＯＭ６３と、払出制御用ＲＡＭ６４と
を備える。払出制御用ＣＰＵ６２は、主制御用ＭＰＵ５１から送信される払出制御コマン
ドに従って払出モータ３８ｃを制御し、賞球の払出しを制御する。また、払出制御用ＣＰ
Ｕ６２は、前部払出センサ３８ａおよび後部払出センサ３８ｂからそれぞれ出力される信
号の変化を検出し、払出された賞球数を計数する。
【００７８】
　払出制御用ＲＯＭ６３には、払出制御用ＣＰＵ６２が実行するコンピュータプログラム
などが読出し可能に格納されている。払出制御用ＲＡＭ６４は、払出制御用ＣＰＵ６２が
上記のコンピュータプログラムを実行するときに使用するワーク領域を有する。また、払
出制御用ＲＡＭ６４は、払出制御用ＣＰＵ６２が上記のコンピュータプログラムを実行す
ることにより発生する処理結果および判定結果などを読出しおよび書換え可能に格納する
。また、払出制御基板６０には、プリペイドカード２００の残り度数を度数表示部６ｅに
表示するための度数表示基板９７が接続端子板９６を介して電気的に接続されている。
【００７９】
　さらに、発射制御基板４には、遊技球を発射する発射装置を駆動する発射ソレノイド４
ｆと、遊技球を発射位置へ供給する球供給装置を駆動する球送りソレノイド４ｇと、発射
レバー４ｂの回動量に応じて発射装置４の発射強度を調節するための発射強度電子ボリュ
ーム４ｃと、遊技者が発射レバー４ｂに触れたことを検出して発射装置４を駆動させるた
めのタッチスイッチ４ｄと、発射レバー４ｂの回動によってオンまたはオフし、発射ソレ
ノイド４ｆを駆動する発射スイッチ４ｅとが電気的に接続されている。
【００８０】
　主制御基板５０には、盤面中継端子板３７が電気的に接続されており、その盤面中継端
子板３７には、左袖上入賞口１７に入賞した遊技球を検出するための左袖上入賞口スイッ
チ１７ａと、左袖入賞口１８に入賞した遊技球を検出するための左袖入賞口スイッチ１８
ａと、左下入賞口１９に入賞した遊技球を検出するための左下入賞口スイッチ１９ａと、
右肩入賞口２０に入賞した遊技球を検出するための右肩入賞口スイッチ２０ａと、第１大
入賞口２４ａに入賞した遊技球を検出するための第１大入賞口スイッチ２４ｃと、ゲート
２３を通過した遊技球を検出するためのゲートスイッチ２３ａと、第２大入賞口２５ａに
入賞した遊技球を検出するための第２大入賞口スイッチ２５ｃと、第１変動入賞装置２４
を駆動するための第１大入賞口ソレノイド２４ｂと、普通電動役物２７を駆動するための
普通電動役物ソレノイド２７ｂと、第２変動入賞装置２５を駆動するための第２大入賞口
ソレノイド２５ｂとが電気的に接続されている。
【００８１】
　また、パチンコ機１には、主電源（ＡＣ／２４Ｖ）９５に接続された電源基板９４が備
えられており、電源基板９４は、主電源９５から供給される電源を主制御基板５０と、払
出制御基板６０と、接続端子板９６とに供給する。
【００８２】
　図１１に示すように、パチンコ機１には、演出制御基板４００が設けられており、その
演出制御基板４００には、画像音声制御基板７０と、盤面演出中継端子板８２と、盤面Ｌ
ＥＤ中継端子板８１と、補助演出駆動基板４１０と、演出電源基板９４ａとが電気的に接
続されている。演出制御基板４００には、演出制御用ＣＰＵ４０２を備えた演出制御用Ｍ
ＰＵ４０１が搭載されている。演出制御用ＣＰＵ４０２は、主制御基板５０（図１０）か
ら送信された演出制御信号を受信し、その受信した演出制御信号を対応する基板に振り分
ける処理などを行う。
【００８３】
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　画像音声制御基板７０には、液晶中継端子板３０ａを介して演出表示器３０が電気的に
接続されている。また、画像音声制御基板７０には、盤面演出中継端子板８２が電気的に
接続されており、その盤面中継端子板８２には、枠部演出中継端子板８３を介して右スピ
ーカ１０と、左スピーカ１１と、下スピーカ１２とが電気的に接続されている。また、枠
部演出中継端子板８３には、枠部ＬＥＤ駆動基板６６を介して照光付演出スイッチ９ａが
電気的に接続されている。照光付演出スイッチ９ａは、演出ボタン９を押圧操作したとき
にオンし、演出ボタン９に内蔵されているＬＥＤを点灯させるスイッチである。
【００８４】
　画像音声制御基板７０には、画像音声制御用ＭＰＵ７１が搭載されている。画像音声制
御用ＭＰＵ７１は、画像音声制御用ＣＰＵ７２と、画像音声制御用ＲＯＭ７３と、画像音
声制御用ＲＡＭ７４とを備える。画像音声制御用ＣＰＵ７２は、主制御基板５０から演出
制御基板４００を介して送信された演出制御信号に従って演出表示器３０を制御し、演出
制御信号に対応する画像を演出表示器３０に表示させる。また、画像音声制御用ＣＰＵ７
２は、主制御基板５０から演出制御基板４００を介して送信された演出制御信号に従って
各スピーカ１０～１２を駆動し、演出制御信号に対応する効果音を各スピーカ１０～１２
から出力させる。
【００８５】
　画像音声制御用ＲＯＭ７３には、画像音声制御用ＣＰＵ７２が実行するコンピュータプ
ログラムが読出し可能に格納されている。また、画像音声制御用ＲＯＭ７３には、画像音
声制御用ＣＰＵ７２がコンピュータプログラムを実行するときに参照する各種のテーブル
が読出し可能に格納されている。
　また、画像音声制御用ＲＯＭ７３には、特別図柄、普通図柄および演出図柄などの変動
パターンを決定するためのテーブルが格納されている。また、画像音声制御用ＲＯＭ７３
には、パチンコ機１に設けられた演出用のＬＥＤの点灯パターンを決定するためのテーブ
ル、効果音や音楽の種類を決定するためのテーブルなど、演出に必要なテーブルやデータ
などが格納されている。
【００８６】
　画像音声制御用ＲＡＭ７４は、画像音声制御用ＣＰＵ７２がコンピュータプログラムを
実行するときに使用するワーク領域を有する。また、画像音声制御用ＲＡＭ７４は、画像
音声制御用ＣＰＵ７２がコンピュータプログラムを実行することにより発生する処理結果
および判定結果などを読出しおよび書換え可能に格納する。
【００８７】
　補助演出駆動基板４１０には、補助演出上中継端子板９９と、補助演出右中継端子板６
８と、補助演出下中継端子板９８とが電気的に接続されている。補助演出上中継端子板９
９には、可動役物４０の背面に配置された可動役物を回転させる万華鏡モータ４３ａと、
その可動役物が原点に復帰したことを検出する万華鏡原点センサ４３ｂと、可動役物４２
を駆動する右竜モータ４２ａと、可動役物４２が原点に復帰したことを検出する右竜原点
センサ４２ｂと、可動役物４１を駆動する左竜モータ４１ａと、可動役物４１が原点に復
帰したことを検出する左竜原点センサ４１ｂとが電気的に接続されている。
【００８８】
　補助演出右中継端子板６８には、可動役物４０を振動させる家紋モータ４０ｂと、可動
役物４０ｂの位置を検出する家紋位置確認センサ４０ｃと、可動役物４０を上昇させる右
リフト（図示省略）を駆動する右リフトモータ４０ｄと、右リフトが原点に復帰したこと
を検出する右リフト原点センサ４０ｅとが電気的に接続されている。
　補助演出下中継端子板９８には、可動役物４０を上昇させる左リフト（図示省略）を駆
動する左リフトモータ４０ｆと、左リフトが原点に復帰したことを検出する左リフト原点
センサ４０ｇと、収納部材４６の内部右側に配置された可動役物を移動させる扉右モータ
４５ａと、その可動役物が原点に復帰したことを検出する扉右原点センサ４５ｂと、収納
部材４６の内部左側に配置された可動役物を移動させる扉左モータ４４ａと、その可動役
物が原点に復帰したことを検出する扉左原点センサ４４ｂとが電気的に接続されている。
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【００８９】
　補助演出駆動基板４１０には、補助演出制御用ＭＰＵ４２０が搭載されている。補助演
出制御用ＭＰＵ４２０は、補助演出制御用ＣＰＵ４２１と、補助演出制御用ＲＯＭ４２２
と、補助演出制御用ＲＡＭ４２３とを備える。補助演出制御用ＣＰＵ４２１は、主制御基
板５０から演出制御基板４００を介して送信された演出制御信号に従って各可動役物の動
作を制御する。補助演出制御用ＲＯＭ４２２には、補助演出制御用ＣＰＵ４２１が実行す
るコンピュータプログラムが読出し可能に格納されている。また、補助演出制御用ＲＯＭ
４２２には、補助演出制御用ＣＰＵ４２１がコンピュータプログラムを実行するときに参
照する各種のテーブル（たとえば、可動役物の動作パターン）が読出し可能に格納されて
いる。
【００９０】
　補助演出制御用ＲＡＭ４２３は、補助演出制御用ＣＰＵ４２１がコンピュータプログラ
ムを実行するときに使用するワーク領域を有する。また、補助演出制御用ＲＡＭ４２３は
、補助演出制御用ＣＰＵ４２１がコンピュータプログラムを実行することにより発生する
処理結果および判定結果などを読出しおよび書換え可能に格納する。
【００９１】
　演出電源基板９４ａは、電源基板９４（図１０）から供給される電源を演出電源基板９
４ａと電気的に接続された各基板へ分配する。盤面ＬＥＤ中継端子板８１には、遊技盤５
に設けられた装飾用の各ＬＥＤが搭載されている。
【００９２】
［貸球の払出しに関係する部分の主な電気的構成］
　次に、貸球の払出しに関係する部分の主な電気的構成について、それをブロックで示す
図１２を参照して説明する。
【００９３】
　図１２に示すように、払出制御基板６０には、プリペイド記録媒体読取装置１００との
間で信号の送受信を行う入出力回路６０ａと、周辺回路（入力）６０ｂと、周辺回路（出
力）６０ｃと、スイッチ入力回路６０ｄと、信号作成回路６０ｋと、ＭＰＵ６１とが実装
されている。信号作成回路６０ｋは、１周期においてハイレベルになっている時間および
ローレベルになっている時間のデューティ比が特定のデューティ比になっている球貸完了
信号ＥＸＳを作成する。この実施形態では、球貸完了信号ＥＸＳは、ハイレベルの期間が
ｔａでローレベルの期間がｔｂであり、デューティ比＝ローレベルの期間／ハイレベルの
期間＝ｔｂ／ｔａに設定されている（図１４）。
【００９４】
　スイッチ入力回路６０ｄは、ＭＰＵ６１および払出中継端子板８３と電気的に接続され
ている。度数表示基板９７には、貸出ボタン６ｃと、返却ボタン６ｄと、度数表示部６ｅ
とが電気的に接続されている。
【００９５】
［プリペイド記録媒体読取装置および払出制御基板間の通信］
　次に、プリペイド記録媒体読取装置１００および払出制御基板６０間で行う通信につい
て図を参照して説明する。図１３は、プリペイド記録媒体読取装置１００および払出制御
基板６０間の信号の流れを示す説明図であり、図１４は、プリペイド記録媒体読取装置１
００および払出制御基板６０間で行う通信のタイミングチャートである。
【００９６】
　払出制御基板６０には、払出制御用ＣＰＵバス６０ｅを介して出力ポート６０ｇが接続
されており、出力ポート６０ｇはアイソレーション回路６０ｉを介してプリペイド記録媒
体読取装置１００と接続されている。プリペイド記録媒体読取装置１００は、アイソレー
ション回路６０ｊを介して入力ポート６０ｈと接続されており、入力ポート６０ｈは、払
出制御用ＣＰＵバス６０ｆを介して払出制御基板６０と接続されている。
【００９７】
　払出制御基板６０に搭載されたＭＰＵ６１から送信された払出可能状態信号ＰＲＤＹお



(18) JP 5578570 B2 2014.8.27

10

20

30

40

50

よび球貸完了信号ＥＸＳは、払出制御用ＣＰＵバス６０ｅから出力ポート６０ｇを介して
アイソレーション回路６０ｉを通り、プリペイド記録媒体読取装置１００に搭載されたＭ
ＰＵ１２０によって受信される。また、プリペイド記録媒体読取装置１００に搭載された
ＭＰＵ１２０から送信された払出要求信号ＢＲＱおよび球貸処理中信号ＢＲＤＹは、アイ
ソレーション回路６０ｊを通り、入力ポート６０ｈからを介してＭＰＵ６１によって受信
される。
【００９８】
　ＭＰＵ１２０を構成するＣＰＵ１２１は、パチンコ機１から受信した球貸完了信号ＥＸ
Ｓの１周期においてハイレベルに変化している時間ｔａおよびローレベルに変化している
時間ｔｂを計測し、デューティ比（ｔｂ／ｔａ）が規定値の範囲であると判定した場合は
残り度数を減算し、規定値の範囲ではないと判定した場合は、報知ランプ１３０を点灯ま
たは点滅させ、球貸完了信号ＥＸＳに対して不正行為が行われていることを報知する。
【００９９】
　したがって、球貸完了信号ＥＸＳが流れる通信ケーブルに不正基板を接続し、球貸完了
信号ＥＸＳを強制的にハイレベルに変化させて残り度数が減算されないようにする不正行
為を行うと、報知ランプ１３０が点灯または点滅するため、不正行為を容易に発見するこ
とができる。
【０１００】
　プリペイド記録媒体読取装置１００のＭＰＵ１２０を構成するＣＰＵ１２１は、払出制
御基板６０から送信される球貸完了信号ＥＸＳを受信し、その受信した球貸完了信号ＥＸ
Ｓのデューティ比が規定値の範囲である場合は残り度数を減算する。たとえば、最初にプ
リペイドカード２００から読取った残り度数が「１００」であり、１回の払出しで５度数
分払出すように設定されているとすると、球貸完了信号ＥＸＳがハイレベルからローレベ
ルに変化したときに残り度数の「１００」からを「５」を減算し、残り度数を「９５」と
する。また、ＣＰＵ１２１は、受信した球貸完了信号ＥＸＳのデューティ比が規定値の範
囲ではない場合は報知ランプ１３０を点灯または点滅させてエラー報知を行う。
【０１０１】
［ＣＰＵが球貸しのために実行する処理］
　次に、プリペイド記録媒体読取装置１００のＣＰＵ１２１および払出制御基板６０のＣ
ＰＵ６１が球貸しのために実行する処理について図を参照して説明する。
　図１５は、プリペイド記録媒体読取装置１００のＣＰＵ１２１が実行する球貸し要求確
認処理１の内容を示すフローチャートであり、図１６は、払出制御基板６０のＣＰＵ６１
が実行する球貸し処理１の流れを示すフローチャートである。なお、以下の説明では、Ｃ
ＰＵが実行する処理ステップをＳと略す。
【０１０２】
（球貸し要求確認処理１）
　プリペイド記録媒体読取装置１００のＣＰＵ１２１は、読取装置１１０（図９）がプリ
ペイドカード２００を既に検出中であるか否かを判定し（Ｓ１）、検出中ではないと判定
すると（Ｓ１：Ｎｏ）、初めてプリペイドカード２００を検出したか否かを判定する（Ｓ
２）。ここで、検出したと判定すると（Ｓ２：Ｙｅｓ）、プリペイドカード２００に記録
されている残り度数Ｒ１を読取り、その読取った残り度数Ｒ１をＲＡＭ１２３に格納する
（Ｓ３）。
【０１０３】
　続いて、貸出ボタン６ｃがＯＮしたか否かを判定し（Ｓ４）、ＯＮしたと判定すると（
Ｓ４：Ｙｅｓ）、先のＳ３においてＲＡＭ１２３に格納した残り度数Ｒ１が、貸球の払出
しを行うために必要な最小度数以上であるか否かを判定する（Ｓ５）。ここで、最小度数
以上であると判定すると（Ｓ５：Ｙｅｓ）、球貸処理中信号ＢＲＤＹをローレベルからハ
イレベルに変化させる（Ｓ６）。
【０１０４】
　続いて、払出要求信号ＢＲＱを払出制御基板６０へ送信し（Ｓ７）、球貸完了信号ＥＸ
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Ｓを受信したか否かを判定する（Ｓ８）。ここで、受信したと判定すると（Ｓ８：Ｙｅｓ
）、その受信した球貸完了信号ＥＸＳのデューティ比を演算し（Ｓ９）、その演算したデ
ューティ比が規定値の範囲か否かを判定する（Ｓ１０）。ここで、規定値の範囲であると
判定した場合は（Ｓ１０：Ｙｅｓ）、先のＳ３において読取った残り度数を減算する（Ｓ
１１）。たとえば、貸出ボタン６ｃが１回ＯＮしたときに５度数分の貸球が払出されるよ
うに設定されている場合は、残り度数Ｒ１から５度数分を減算する。
【０１０５】
　また、Ｓ１０において規定値の範囲ではないと判定した場合は（Ｓ１０：Ｎｏ）、報知
ランプ１３０を点灯または点滅させてエラー報知を行う（Ｓ１２）。また、先のＳ２にお
いて、プリペイドカード２００を検出中ではないと判定した場合は（Ｓ２：Ｎｏ）、球貸
処理中信号ＢＲＤＹをローレベルに戻す（Ｓ１３）。
【０１０６】
（球貸し処理１）
　払出制御基板６０のＣＰＵ６１は、球貸処理中信号ＢＲＤＹがハイレベルであるか否か
を判定し（図１６のＳ３０）、ハイレベルであると判定すると（Ｓ３０：Ｙｅｓ）、プリ
ペイド記録媒体読取装置１００のＣＰＵ１２１がＳ７（図１５）において送信した払出要
求信号ＢＲＱを受信したか否かを判定する（Ｓ３１）。ここで、払出要求信号ＢＲＱを受
信したと判定すると（Ｓ３１：Ｙｅｓ）、払出モータ３８ｃ（図１０）を駆動して貸球を
払出す（Ｓ３２）。
【０１０７】
　続いて、球貸完了信号ＥＸＳをハイレベルに変化させ（Ｓ３３）、貸球の払出数Ｐのカ
ウントを開始する（Ｓ３４）。続いて、払出数Ｐが規定の２５個に達したか否かを判定し
（Ｓ３５）、２５個に達したと判定すると（Ｓ３５：Ｙｅｓ）、払出回数Ｎに１を加算す
る（Ｓ３６）。続いて、払出回数Ｎが規定の５回に達したか否かを判定し（Ｓ３７）、５
回に達したと判定すると（Ｓ３７：Ｙｅｓ）、特定のデューティ比（ｔｂ／ｔａ）を有す
る球貸完了信号ＥＸＳをプリペイド記録媒体読取装置１００へ送信する（Ｓ３８）。
【０１０８】
［第１実施形態の効果］
　上述したように、第１実施形態のパチンコシステムを使用すれば、パチンコ機１は、信
号の１周期においてハイレベルに変化している時間ｔａおよびローレベルに変化している
時間ｔｂのデューティ比（ｔｂ／ｔａ）として特定のデューティ比を有する球貸完了信号
ＥＸＳをプリペイド記録媒体読取装置１００へ送信し、プリペイド記録媒体読取装置１０
０は、パチンコ機１から受信した球貸完了信号ＥＸＳが上記特定のデューティ比であると
判定した場合は残り度数を減算し、特定のデューティ比ではないと判定した場合は報知ラ
ンプ１３０を点灯または点滅させてエラー報知を行うことができる。
【０１０９】
　つまり、パチンコ機１がプリペイド記録媒体読取装置１００へ送信する球貸完了信号Ｅ
ＸＳの信号レベルを強制的に変化させる不正行為を行うと、球貸完了信号ＥＸＳのデュー
ティ比が特定のデューティ比と異なるデューティ比になるため、エラー報知される。
　したがって、球貸完了信号ＥＸＳを強制的に変化させることにより、残り度数が減算さ
れないようにする不正行為を容易に発見することができる。
【０１１０】
〈第２実施形態〉
  次に、この発明の第２実施形態について図を参照して説明する。
　この実施形態に係るパチンコシステムは、球貸完了信号ＥＸＳに対する不正行為が行わ
れた場合に貸球の払出しを中止することを特徴とする。なお、この実施形態に係るパチン
コシステムは、プリペイド記録媒体読取装置１００のＣＰＵ１２１および払出制御基板６
０のＣＰＵ６１が実行する内容の一部以外は、前述した第１実施形態のパチンコシステム
と同じ構成および機能であるため、この実施形態では、同じ構成については同じ符号を用
いるものとし、同じ部分の説明を省略または簡略化して説明する。
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【０１１１】
　図１７は、プリペイド記録媒体読取装置のＣＰＵが実行する球貸し要求確認処理２の内
容を示すフローチャートである。図１８は、払出制御基板のＣＰＵが実行する球貸し処理
２の内容を示すフローチャートである。
【０１１２】
（球貸し要求確認処理２）
　プリペイド記録媒体読取装置１００のＣＰＵ１２１は、前述した第１実施形態の球貸し
要求確認処理１のＳ１～Ｓ１３（図１５）と同じ処理を実行する。そして、エラー報知を
行うと（Ｓ１２）、払出制御基板６０へエラー信号を送信する（Ｓ１４）。
【０１１３】
（球貸し処理２）
　払出制御基板６０のＣＰＵ６１は、払出要求信号ＢＲＱがハイレベルに変化しているか
否かを判定し（Ｓ３１）、ハイレベルに変化していると判定すると（Ｓ３１：Ｙｅｓ）、
プリペイド記録媒体読取装置１００がＳ１４（図１７）において送信したエラー信号を受
信したか否かを判定する（Ｓ３１ａ）。ここで、エラー信号を受信したと判定すると（Ｓ
３１ａ：Ｙｅｓ）、貸球の払出しを中止する。
【０１１４】
［第２実施形態の効果］
　上述したように、第２実施形態のパチンコシステムを使用すれば、プリペイド記録媒体
読取装置１００がパチンコ機１から送信された球貸完了信号ＥＸＳのデューティ比が特定
のデューティ比ではないと判定した場合に、パチンコ機１における貸球の払出しを中止さ
せることができる。
　したがって、貸球を不正に払出させようとする者が、貸球の払出しを受けて遊技ができ
ないようにすることができる。
【０１１５】
〈第３実施形態〉
  次に、この発明の第３実施形態について図を参照して説明する。
　この実施形態に係るパチンコシステムは、球貸完了信号ＥＸＳを細工する不正行為が行
われているパチンコシステムをホールコンピュータにおいて特定することを特徴とする。
なお、この実施形態に係るパチンコシステムは、プリペイド記録媒体読取装置１００のＣ
ＰＵ１２１が実行する内容の一部以外は、前述した第１実施形態のパチンコシステムと同
じ構成および機能であるため、同じ構成については同じ符号を用いるものとし、同じ部分
の説明を省略または簡略化して説明する。図１９は、ＣＰＵ１２１が実行する球貸し要求
確認処理３の内容を示すフローチャートであり、図２０は、ホールコンピュータが実行す
る報知処理の内容を示すフローチャートである。
【０１１６】
　プリペイド記録媒体読取装置１００のＣＰＵ１２１は、前述した第１実施形態の球貸し
要求確認処理１のＳ１～Ｓ１３（図１５）と同じ処理を実行する。そして、エラー報知を
行うと（Ｓ１２）、ホールコンピュータ３００へエラー信号を送信する（Ｓ１４）。この
エラー信号は、球貸完了信号ＥＸＳを細工する不正行為が行われているパチンコシステム
をホールコンピュータ３００において特定させるための信号であり、不正行為が行われて
いるパチンコシステムを構成するパチンコ機１の台番号が含まれている。
【０１１７】
　一方、ホールコンピュータ３００は、プリペイド記録媒体読取装置１００から送信され
たエラー信号を受信したか否かを判定する（図２０のＳ１００）。ここで、エラー信号を
受信したと判定した場合は（Ｓ１００：Ｙｅｓ）、その受信したエラー信号を解析し（Ｓ
１０１）、エラー信号に含まれる台番号を抽出する。続いて、その抽出した台番号をホー
ルコンピュータ３００に接続された表示装置３０１（図１）の画面に表示する（Ｓ１０２
）。つまり、球貸完了信号ＥＸＳを細工する不正行為が行われているパチンコ機１を特定
する表示を行う。
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【０１１８】
［第３実施形態の効果］
　上述したように、第３実施形態のパチンコシステムを使用すれば、プリペイド記録媒体
読取装置１００がパチンコ機１から受信した球貸完了信号ＥＸＳが特定のデューティ比で
ない場合は、そのパチンコ機１を特定する表示をホールコンピュータ３００の表示装置３
０１によって行うことができる。
　したがって、パチンコホールの従業者は、球貸完了信号ＥＸＳを細工する不正行為が行
われているパチンコ機１および遊技者を容易に特定することができる。
【０１１９】
〈第４実施形態〉
  次に、この発明の第４実施形態について図を参照して説明する。
　この実施形態に係るパチンコシステムは、球貸完了信号ＥＸＳを細工する不正行為が行
われている場合は、返却ボタンが操作されてもプリペイドカードが返却されないようにす
ることを特徴とする。なお、この実施形態に係るパチンコシステムは、プリペイド記録媒
体読取装置１００のＣＰＵ１２１が実行する内容の一部以外は、前述した第１実施形態の
パチンコシステムと同じ構成および機能であるため、同じ構成については同じ符号を用い
るものとし、同じ部分の説明を省略または簡略化して説明する。図２１は、プリペイド記
録媒体読取装置のＣＰＵが実行するカード返却処理の内容を示すフローチャートである。
【０１２０】
　プリペイド記録媒体読取装置１００のＣＰＵ１２１は、返却ボタン６ｄ（図４）がＯＮ
したか否かを判定し（Ｓ５０）、ＯＮしたと判定すると（Ｓ５０：Ｙｅｓ）、エラー報知
を行ったか否かを判定する（Ｓ５１）。ここで、エラー報知を行っていないと判定した場
合は（Ｓ５１：Ｎｏ）、返却装置１１４（図９）を駆動させてプリペイドカード２００を
カード挿入口１０８から返却する（Ｓ５２）。また、エラー報知を行っていると判定した
場合は（Ｓ５１：Ｙｅｓ）、返却装置１１４を駆動しないで次の処理へ移行する。つまり
、球貸完了信号ＥＸＳに細工が施されている場合は、プリペイドカード２００をカード挿
入口１０８から返却しないように制御する。
【０１２１】
［第４実施形態の効果］
　上述したように、第４実施形態のパチンコシステムを使用すれば、球貸完了信号ＥＸＳ
を細工する不正行為が行われている場合は、返却ボタン６ｄが操作された場合であっても
カード挿入口１０８からプリペイドカード２００を返却しないようにすることができる。
　したがって、同じプリペイドカードを使った不正行為の再発を防止することができる。
【０１２２】
〈第５実施形態〉
  次に、この発明の第５実施形態について図を参照して説明する。
　この実施形態に係るパチンコシステムは、球貸完了信号ＥＸＳを細工する不正行為が行
われている場合に、そのパチンコシステムのパチンコ機によって遊技をしている遊技者の
顔を撮影し、その撮影データを格納することを特徴とする。なお、この実施形態に係るパ
チンコシステムは、プリペイド記録媒体読取装置１００の構成およびＣＰＵ１２１が実行
する内容の一部以外は、前述した第１実施形態のパチンコシステムと同じ構成および機能
であるため、同じ構成については同じ符号を用いるものとし、同じ部分の説明を省略また
は簡略化して説明する。図２２は、プリペイド記録媒体読取装置の外観を示す正面図であ
る。図２３は、プリペイド記録媒体読取装置のＣＰＵが実行する撮影処理の内容を示すフ
ローチャートである。
【０１２３】
　図２２に示すように、プリペイド記録媒体読取装置１００には、このプリペイド記録媒
体読取装置１００が接続されたパチンコ機１によって遊技をしている遊技者の顔を撮影す
るカメラ３０２が設けられている。また、カメラ３０２は、撮影した遊技者の顔を示す撮
影データを格納する格納媒体３０３と電気的に接続されている。たとえば、カメラ３０２
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は、ＣＭＯＳセンサを用いたデジタルカメラであり、静止画像および動画像を撮影するこ
とができる。また、格納媒体３０３は、ＳＤカードなどの汎用性を有する格納媒体である
。
【０１２４】
　プリペイド記録媒体読取装置１００のＣＰＵ１２１は、エラー報知を行ったか否かを判
定する（図２３のＳ６０）。ここで、エラー報知を行ったと判定すると（Ｓ６０：Ｙｅｓ
）、カメラ３０２を駆動して遊技者の顔を撮影し（Ｓ６１）、その撮影データを格納媒体
３０３に格納する（Ｓ６２）。
【０１２５】
［第５実施形態の効果］
　上述したように、第５実施形態のパチンコシステムを使用すれば、球貸完了信号ＥＸＳ
を細工する不正行為が行われている場合は、そのパチンコ機１において遊技をしている遊
技者の顔を撮影し、その撮影データを格納媒体３０３に格納することができる。
　したがって、球貸完了信号ＥＸＳを細工する不正行為を行う者を容易に特定することが
でき、かつ、その者の顔を撮影した撮影データを証拠として保存することができる。
【０１２６】
〈他の実施形態〉
（１）前述したエラー報知は、プリペイド記録媒体読取装置１００およびパチンコ機１の
いずれか、あるいは両方で行うことができる。また、パチンコホールにおける島に設置さ
れた島ランプを点灯させてエラー報知を行うこともできる。さらに、パチンコ機１に備え
られたスピーカ１０～１２から警報音を発生させてエラー報知を行うこともできる。さら
に、ランプ類の点灯および警報音の発生の両方を行うこともできる。
【０１２７】
（２）エラー報知を行うと共にパチンコ機１による遊技が続行不能となるように構成する
こともできる。たとえば、演出表示器３０による演出表示を中止し、あるいは、遊技球の
発射装置の駆動を停止する。これにより、球貸完了信号ＥＸＳに細工を施す不正行為を中
止させることができ、かつ、その不正行為が行われているパチンコシステムを容易に発見
することができる。
【符号の説明】
【０１２８】
　１・・パチンコ機、４ｆ・・発射ソレノイド（発射装置）、５・・遊技盤、
　６・・上受け皿（遊技球貯留部材）、６ｃ・・貸出ボタン（貸球操作部材）、
　１７・・左袖上入賞口、３８ｃ・・払出モータ（遊技球払出装置）、
　１００・・プリペイド記録媒体読取装置、１０８・・カード挿入口（挿入口）、
　２００・・プリペイドカード（プリペイド記録媒体）。
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